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論じた。第 4 章では，HOPG 電極上における二成分ビオロゲン吸着層の相転移挙動に関
し，相互溶解する場合と相分離する場合について述べている。溶液組成により相互溶解
あるいは相分離した凝縮単分子層が形成されることを見出した。特に，相分離状態は，
過渡的な状態であり，十分な時間があれば熱力学的に安定な状態へと変化してゆくこと
を明らかにした。第 5 章では本研究を総括し，本研究全般について考察するとともに，
単分子層レベルの有機薄膜の酸化還元制御による相転移を用いた機能性電極に関する
今後の展望について述べている。 
 本研究では，二次元凝縮相生成を伴う相転移における分子配列と分子間相互作用とを
分子構造レベルで定量的に制御する手法を明らかにした。また，HOPG電極におけるビ
オロゲン相転移現象を支配する基本的制御因子を解明した。本研究によって，凝縮単分
子層の状態とその形成と崩壊過程の両方を測定し，上記のような当該学術分野を先導し
うる成果が得られた。この成果は，電極界面における分子組織の動的制御を本質的に理
解するために重要なデータを与えたのみならず，物理・化学・エレクトロニクスの分野
の発展にも貢献するものである。 
上述したように，本研究は，分子ナノ組織化の重要な一側面を解明したものであり，
表面・界面科学分野，特に分子組織の動的制御に関する研究分野に学術的なインパクト
を与えた。また，分子の配列を導く隣接分子間相互作用の理解を基礎として，電極上で
起こる有機分子の相転移によって発現する機能を実現させる指針を示したものであり，
ナノサイエンスの学術的発展にも貢献するところ大である。 
 
 平成19年9月12日に開催の研究科教授会は，本論文がナノ物質化学の発展に学術的か
つ工業的に大きく寄与するものであると認め，博士（工学）の学位に値するものとして
合格と判定した。 
 
